
岩
手
県
陸
前
高
田
市
議
会

●
編

集
／

議
会
だ
よ
り
編
集
小
委
員
会

 

市
議
会
だ
よ
り

り
く
ぜ
ん
た
か
た

●
第
12回

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
に
こ
に
こ
サ
ッ
カ
ー
教
室

令
和

８
年

 第
２
回
定
例
会

令
和

８
年

８
月

1
9日
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に
つ
い
て
、
市
長
が
提
案
し

た
施
策
や
予
算
が
「
本
当
に

市
民
の
た
め
に
な
る
か
」「
税

金
が
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る

か
」
を
審
査
・
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
だ
と
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、総
務
、教
育
民
生
、

産
業
建
設
の
３
つ
の
常
任
委

員
会
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も

紹
介
し
、
児
童
た
ち
は
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

最
近
の
議
会
の
成
果
と
し
て
、

雨
の
日
で
も
遊
べ
る
「
夢
ア

リ
ー
ナ
た
か
た
」
へ
の
遊
具

設
置
を
は
じ
め
、
津
波
被
災

資
料
の
復
旧
・
保
存
を
継
続

す
る
た
め
の
国
へ
の
要
望
活

動
、
そ
し
て
こ
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
た
め
の
指
針

と
な
る
「
陸
前
高
田
市
こ
ど

も
基
本
条
例
」
の
制
定
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
質
問
の
時
間
と

な
り
、
実
際
の
議
会
さ
な
が

　
広
田
小
学
校
の
６
年
生
16

人
は
５
月
29
日
、
陸
前
高
田

市
議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
社
会
科
学
習
の
一
環
と

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

及
川
修
一
議
長
を
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
講
師
役
）

に
、
市
議
会
の
仕
事
や
役
割

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
授
業
は
本
会
議
場
で
行
わ

れ
、
児
童
は
普
段
入
る
こ
と

の
な
い
議
場
の
雰
囲
気
や
議

員
の
氏
名
標
に
書
か
れ
た
自

分
の
名
前
を
前
に
興
味
津
々

の
様
子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
議
長
は
、
市
議
会
の
役
割

ら
の
活
発
な
や
り
取
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

児
童
の

及
川
議
長
へ
の
質
疑 

問　
な
ぜ
議
員
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
。

答　
市
内
に
も
っ
と
お
店
が

増
え
、
働
く
場
所
も
増
え
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
議
員
に
な
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
市
民
の
声
を
直

接
市
長
や
市
に
届
け
、
ま
ち

を
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

問　
仕
事
で
一
番
大
変
な
こ

と
は
何
で
す
か
。

答　
１
年
3
6
5
日
、
常

に
議
員
と
し
て
の
責
任
が
あ

る
こ
と
で
す
。
夜
間
の
相
談

や
地
域
の
会
議
も
多
く
、
公

平
な
判
断
を
す
る
た
め
に
日

ご
ろ
か
ら
勉
強
を
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
大
変

で
す
。

問　
海
外
か
ら
の
観
光
客
の

た
め
に
外
国
語
の
看
板
を
増

や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

答　
私
も
そ
の
と
お
り
だ
と

思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
議
会
で

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
焼
肉
や
回
転
寿
司
の

チ
ェ
ー
ン
店
を
増
や
し
て
ほ

し
い
で
す
。

答　
私
も
同
感
で
す
。
私
も

時
々
、隣
町
ま
で
食
べ
に
行
っ

て
い
ま
す
（
笑
）。

　
質
疑
応
答
の
後
に
は
児
童

か
ら
感
想
が
述
べ
ら
れ
、「
こ

の
よ
う
な
場
所
に
来
た
の
は

初
め
て
な
の
で
、
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
」「
僕
も
陸
前

高
田
の
た
め
に
協
力
し
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

何
か
協
力
し
て
み
た
い
」
と

い
っ
た
前
向
き
な
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
議
長
は
、「
選
挙

権
は
18
歳
か
ら
で
す
が
、
皆

さ
ん
も
す
で
に
ま
ち
づ
く
り

の
一
員
で
す
。
今
日
の
よ
う

に
自
分
の
考
え
や
意
見
を
伝

え
続
け
る
こ
と
が
、
ま
ち
を

変
え
る
力
に
な
り
ま
す
」
と

呼
び
か
け
、
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
へ
の
関
心
を
深
め
て
ほ

し
い
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
陸
前
高
田
市
議
会
で
は
、

今
後
も
学
校
か
ら
の
要
請
に

応
じ
て
、
市
議
会
の
役
割
や

議
会
活
動
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議会を
学ぶ

広田小６年生広田小６年生
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（報告５件、専決処分３件、選任同意１件、財産取得３件、条例４件、補正予算６件、議員発議１件）

報告1	 損害賠償の額を定め和解することに関する	
	 専決処分の報告について
報告２	 令和７年度陸前高田市一般会計繰越明許
	 費繰越計算書
報告３	 令和７年度陸前高田市一般会計事故繰越
	 し繰越計算書
報告４	 令和７年度陸前高田市水道事業会計予算
	 繰越計算書
報告5	 令和７年度陸前高田市下水道事業会計予
	 算繰越計算書
議案1	 令和７年度陸前高田市一般会計補正予算
	 （第９号）の専決処分について
議案2	 陸前高田市市税条例等の一部を改正する
	 条例の専決処分について
議案3	 陸前高田市国民健康保険税条例の一部を
	 改正する条例の専決処分について
議案4	 固定資産評価員の選任について
議案5	 財産の取得について
	 消防本部に配備する資機材搬送車
議案6	 財産の取得について
	 市立小中学校の児童生徒用のタブレット
議案７	 財産の取得について
	 学校給食センターの食器等の昇降消毒保管機
議案8	 陸前高田市行政手続における特定の個人
	 を識別するための番号の利用等に関する
	 法律に基づく個人番号の利用及び特定個
	 人情報の提供に関する条例の一部を改正
	 する条例

議案9	 陸前高田市印鑑条例及び陸前高田市手数
	 料条例の一部を改正する条例
議案10	 陸前高田市農林水産業振興基金条例の一
	 部を改正する条例
	 貸付金の償還期間を10 年以内から20 年以内
	 に延長するための改正
議案11	 陸前高田市介護保険条例の一部を改正す
	 る条例
議案12	 令和８年度陸前高田市一般会計補正予算
	 （第１号）
議案13	 令和８年度陸前高田市国民健康保険特別
	 会計補正予算（第２号）
議案14	 令和８年度陸前高田市介護保険特別会計
	 補正予算（第１号）
議案15	 令和８年度陸前高田市水道事業会計補正
	 予算（第１号）
議案16	 令和８年度陸前高田市下水道事業会計補
	 正予算（第１号）
議案17	 令和８年度陸前高田市一般会計補正予算
	 （第２号）
発議 2	 中東情勢に伴う物価高騰への対策強化及
	 び資材・燃料等の安定供給を求める意見
	 書の提出について

令和８年第２回定例会提出議案

　第２回定例会は６月１８日から７月７日までの２０日
間で行いました。
　新ホテル建設のためのふるさと融資事業費や花火
大会への開催補助金などが盛り込まれた本年度一般
会計補正予算（１８億２６０１万円を追加し、1９７億
５１０１万円）をはじめ、消防資機材搬送車、市内小
中学校の学習タブレット取得など専決処分３件、財産
の取得３件、条例案４件、補正予算案６件を原案通り
承認・可決しました。また、固定資産評価員の選任
に同意し、繰越計算書など５件の報告を受けました。
　一般質問には８人が登壇し、市長公約や物価高騰
対策など市政全般にわたり論戦を展開。予算等特別
委員会では、条例改正や花火大会への補助金に対し
て、質疑が繰り広げられました。
　最終日には、予算等特別委員会からの報告、当局
より追加提案（一般会計補正予算１億円を追加し、
１９８億５１０１万円）１件、意見書の提出についての
委員会発議１件を可決し、閉会しました。

ふるさと融資制度を活用

新ホテル完成イメージ

一般会計の主な補正予算項目
歳出（支出）
項　 目 補正額 補正の理由

高田松原花火開催への
補助金（800万円）、
「観光×若手」共創プロ
ジェクトへの補助金

防火水槽新設工事

本年６月下旬の大雨
による道路災害の
復旧費

ふるさと
融資事業費

観光推進
事業費

防火水槽
設置事業費

道路橋梁
単独災害
復旧事業費

16億円

950万円

1111万円

１億円

ホテル建設に対する
貸付（なお、ふるさと
融資制度を活用する
ため、本市の実質負担
は地方債の償還利子
分のみ）

第2回定例会

新ホテルに16億円貸付新ホテルに16億円貸付

固定資産評価員選任に同意
　●固定資産評価員
　　　細　谷　勇　次　氏（58歳）米崎町
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アバッセたかた
専門店街

アバッセたかた
陸前高田
市立図書館

ファッションセンター
しまむら MAIYA

ツルハドラッグ

アバッセたかた
Information

合同会社
bigap

平日 11:00-17:30

11:00-17:30

10:00-17:00

チャレンジショップ

奇跡の一本松ホール

陸前高田商工会

ほんまるの家

\1,000

高田松原花火

h t t p s : // t a k a t a m a t s u b a r a h a n a b i . c o m

〈質疑〉

問
　
補
助
の
内
訳
は
。

答
　
昨
年
５
月
に
急
遽
中
止
と

な
っ
た
三
陸
花
火
大
会
チ
ケ
ッ

ト
未
返
金
者
の
実
態
調
査
、
未

返
金
者
に
対
し
て
行
う
割
引
き

分
の
減
収
補
て
ん
な
ど
、
本
来

不
要
の
業
務
に
係
る
経
費
や
花

火
大
会
開
催
に
係
る
警
備
に
要

す
る
人
件
費
に
充
て
ら
れ
る
。

問
　
悪
天
候
な
ど
で
開
催
で
き

な
い
場
合
の
対
応
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答
　
万
が
一
中
止
と
な
っ
た
場

合
に
備
え
、
協
力
協
定
書
に
お

い
て
興
業
中
止
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
定
期
的
な
収
支
報
告
も
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
当
局
は
持
続
可
能
な
花
火

大
会
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
来
年
も
開
催
さ
れ
る
際
は

補
助
し
て
い
く
考
え
か
。

答
　
補
助
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
が
、
補
助
額
に
つ
い
て
は
今

回
の
実
績
を
踏
ま
え
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
く
。

問
　
補
助
金
の
交
付
は
実
行
委

員
会
か
ら
の
要
望
な
の
か
。
ど

う
い
っ
た
経
緯
で
予
算
計
上
を

し
た
の
か
。

答
　
要
望
で
は
な
く
、
市
と
し

て
の
政
策
判
断
。
今
秋
実
施
す

る
花
火
大
会
の
割
引
き
対
応
に

係
る
関
連
費
用
と
し
て
計
上
し

た
。

予算等特別委員会

　第２回定例会に上程された条例案４件と補正予算案５件は、予算等特別委員会（菅
野秀一郎委員長）で審査しました。
　追加提案を合わせた一般会計が19億２６０１万円に及ぶ補正のため、注目された内
容に多くの質疑がありました。その一部を紹介します。
　また、委員会最終日には、農林水産業振興基金条例の一部を改正する条例について
議員間討議が行われ、その考え方などについて議論しました。

予算審査ここが
聞きたい

高
田
松
原
花
火
の
ポ
ス
タ
ー

高
田
松
原
花
火
大
会
開
催
補
助
金

一次産業振興の一助に期待

問
　
市
内
に
は
類
似
し
た
防
火

水
槽
が
他
に
も
多
く
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
改
修
の
予
定

は
。

答
　
毎
年
数
回
に
渡
り
調
査
し

て
い
る
。
埋
設
型
の
防
火
水
槽

を
設
置
す
る
に
は
土
地
の
確
保

が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
計
画
的
に
改
修
、
入
れ

換
え
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
防
火
水
槽
は
、
今
ま
で
に

な
か
っ
た
区
域
へ
新
設
す
る
の

か
。

答
　
昨
年
12
月
に
土
砂
流
入
が

発
覚
し
た
防
火
水
槽
が
あ
り
、

当
初
取
り
除
い
て
再
利
用
の
つ

も
り
だ
っ
た
が
、
設
置
年
数
も

経
ち
劣
化
が
激
し
い
た
め
廃
止

し
、
近
く
の
場
所
に
新
た
に
設

置
す
る
予
定
。

問
　
貸
付
限
度
額
は
３
千
万
円
、

貸
付
利
息
は
１
・
２
％
の
ま
ま

で
償
還
期
間
を
10
年
以
内
か
ら

20
年
以
内
に
延
ば
す
改
正
だ
が
、

対
象
と
す
る
事
業
は
。

答
　
施
行
規
則
に
あ
る
「
か
つ
、

国
、
県
及
び
農
林
水
産
業
関
係

団
体
等
の
機
関
の
制
度
資
金
を

活
用
で
き
な
い
事
業
で
」
の
部

分
を
削
除
し
、
農
林
水
産
業
の

幅
広
い
分
野
の
申
し
出
を
受
け
、

担
当
課
で
検
討
す
る
。

問
　
運
転
資
金
、
設
備
資
金
の

区
分
や
制
度
資
金
か
ら
の
借
り

換
え
の
可
否
な
ど
制
度
設
計
の

方
向
性
は
。

答
　
運
転
資
金
、
設
備
資
金
は

ど
ち
ら
も
対
象
。
事
業
主
体
か

ら
す
れ
ば
借
り
換
え
か
も
し
れ

な
い
が
、
市
は
申
請
内
容
を
審

査
す
る
。
現
在
、
国
・
県
の
制

度
資
金
の
金
利
が
上
昇
し
て
お

り
、
返
済
が
非
常
に
重
荷
に

な
っ
て
い
る
。
制
度
資
金
と
本

基
金
の
返
済
額
を
比
べ
た
場
合
、

本
基
金
の
活
用
が
当
該
団
体
の

経
営
に
と
っ
て
非
常
に
有
利
で

は
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
今

回
の
提
案
に
至
っ
た
。

防
火
水
槽
新
設
工
事
費

農
林
水
産
業

振
興
基
金
条
例
改
正

撤去予定の防火水槽（横田町）
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問問
急
激
な
物
価
高
騰
へ
の
対
策

急
激
な
物
価
高
騰
へ
の
対
策

の
ひ
と
つ
は
、
本
市
の
各
種

の
ひ
と
つ
は
、
本
市
の
各
種

支
援
制
度
な
ど
を
市
民
や
事
業
者

支
援
制
度
な
ど
を
市
民
や
事
業
者

へ
改
め
て
周
知
を
図
る
こ
と
で
は

へ
改
め
て
周
知
を
図
る
こ
と
で
は

な
い
か
。

な
い
か
。

答
国
や
県
の
支
援
制
度
も
含
め
、

引
き
続
き
積
極
的
に
周
知
に

取
り
組
む
と
共
に
、
対
象
と
な
る
事

業
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
申
請
を
行
え
る

よ
う
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
、
必
要

な
支
援
策
の
実
施
に
努
め
る
。

問問
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
意
義

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
持
続
可
能
な
発
展
、
福
祉
の

向
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の

維
持
、
復
興
を
支
え
る
極
め
て
重
要

な
「
柱
」
と
い
う
意
義
を
有
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。

問問
安
定
し
て
提
供
で
き
る
返
礼

品
の
開
拓
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
本
市
の
有
力
な
返
礼
品
に
つ

い
て
は
、
海
産
物
や
農
産
物

が
主
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
急
激
に

こ
れ
を
伸
ば
す
こ
と
は
難
し
い
。
し

か
し
、
カ
キ
に
つ
い
て
は
、
高
温
や

疾
病
に
強
い
種
苗
の
積
極
的
な
導
入
。

サ
ー
モ
ン
に
つ
い
て
は
本
市
の
魅
力
的
、

か
つ
安
定
的
な
生
産
が
見
込
め
る
返

礼
品
と
な
る
よ
う
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
む
。

カ
キ
三
倍
体
へ
支
援
は

問問
高
水
温
に
強
い
と
さ
れ
る
カ
キ

高
水
温
に
強
い
と
さ
れ
る
カ
キ

三
倍
体
品
種
の
導
入
へ
支
援
は
。

三
倍
体
品
種
の
導
入
へ
支
援
は
。

答
広
田
湾
漁
協
や
カ
キ
養
殖
漁

業
者
と
協
議
を
重
ね
、
４
月

に
水
産
庁
と
三
倍
体
カ
キ
種
苗
を
生

産
し
て
い
る
有
力
企
業
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
広
田
湾
漁
協
は
県
漁
連
を
通

じ
、
国
や
県
に
支
援
を
要
望
し
て
い
る
。

市
道
草
刈
り
予
算
は

問問
道
路
愛
護
会
育
成
事
業
の
う

道
路
愛
護
会
育
成
事
業
の
う

ち
市
道
草
刈
り
の
実
績
は
。

ち
市
道
草
刈
り
の
実
績
は
。

答
令
和
７
年
度
の
活
動
は
、
出

役
回
数
が
約
８
０
０
回
、
人

員
が
約
１
万
１
千
人
、
作
業
延
長
が

約
７
０
０
㌔
。
奨
励
金
交
付
額
は
約

３
０
０
万
円
だ
っ
た
。

問問
道
路
愛
護
会
の
努
力
に
応
じ

道
路
愛
護
会
の
努
力
に
応
じ

た
予
算
の
配
分
は
。

た
予
算
の
配
分
は
。

答
課
題
も
多
い
と
考
え
る
が
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

か
さ
上
げ
地
の
利
用
は

問問
か
さ
上
げ
地
全
体
の
利
用
計

画
は
ど
う
か
。

答
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
る
。
併
せ
て
、
陸

前
高
田
市
景
観
計
画
の
見
直
し
も
検

討
し
て
い
く
。

問問
土
地
の
利
用
率
を
高
め
る
た

め
の
方
策
は
。

答
用
途
地
域
の
見
直
し
な
ど
支

援
策
の
周
知
を
図
り
た
い
。

伊
い

勢
せ

　　純
じゅん

（日本共産党）
福
ふく

田
だ

　利
とし

喜
き

（創生会）

物
価
高
騰
へ
制
度
周
知
は

　
積
極
的
に
取
り
組
み
申
請
支
援
も

ふ
る
さ
と
納
税
の
意
義
は

　
復
興
を
支
え
る
重
要
な
柱

我が市政を
問う！

伊
勢
　
純

（
日
本
共
産
党
）

中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
急
激
な
物
価
高
騰
と
資
材

不
足
へ
の
対
策

カ
キ
種
苗
の
導
入
・
育
種

草
刈
り
へ
の
本
市
支
援
制
度

大
坂
　
俊
本
市
の
財
政
状
況
と
今
後
の
財
政
運
営

本
市
教
育
委
員
会
の
史
実
と
伝
承
の
考
え
方

福
田
利
喜

（
創
生
会
）

土
地
区
画
整
理
事
業
で
整
備
し
た
区
域
の
利
活
用

ふ
る
さ
と
納
税

大
和
田
加
代
子
陸
前
高
田
市
市
民
の
森

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
坪
涼
子

（
日
本
共
産
党
）

復
旧
整
備
さ
れ
た
市
内
の
体
育
交
流
施
設
の
利
活
用

状
況
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
学
校
教
育

佐
々
木
良
麻

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
大
学
誘
致

広
域
連
携

高
田
松
原
花
火
の
開
催

藤
倉
泰
治

（
日
本
共
産
党
）

市
政
課
題
と
市
長
の
政
治
姿
勢

東
日
本
大
震
災
15
年
と
今
後
の
防
災
対
策

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
か
ら
市
民
の
命
と
安
全
を
守
る
こ
と

木
村
　
聡

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
財
政
の
考
え
方

市
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン

商
工
業
の
振
興
戦
略

一般質問一般質問問問
本
市
の
財
政
運
営
に
お
け
る

本
市
の
財
政
運
営
に
お
け
る

歳
入
不
足
対
策
と
運
営
方
針

歳
入
不
足
対
策
と
運
営
方
針

は
ど
う
か
。

は
ど
う
か
。

答
歳
入
不
足
へ
の
対
応
を
財
政

調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
の
み

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
歳
出
の
見
直

し
を
含
め
た
対
応
が
重
要
な
視
点

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
歳
入
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

歳
出
面
に
お
い
て
も
事
務
事
業
の
検

証
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
適
正

化
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率
化
を

進
め
た
い
。

問問
委
託
料
や
光
熱
費
な
ど
の
物

委
託
料
や
光
熱
費
な
ど
の
物

件
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

件
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
の
認
識
は
ど
う
か
。

と
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、

財
政
運
営
上
の
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
物
件
費
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
上
で
必
要
な
経
費

で
あ
る
が
、
震
災
後
に
復
旧
し
た
公

共
施
設
の
維
持
管
理
費
や
シ
ス
テ
ム

運
用
経
費
な
ど
も
増
加
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
増
加
を
た
だ
容

認
せ
ず
必
要
性
等
の
観
点
か
ら
検
証

を
行
い
、
見
直
し
た
い
。

史
実
と
伝
承
の
区
別
は

問問
歴
史
を
探
求
す
る
上
で
、
史

歴
史
を
探
求
す
る
上
で
、
史

実
と
伝
承
の
役
割
を
ど
う
考

実
と
伝
承
の
役
割
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

え
て
い
る
か
。

答
「
陸
前
高
田
市
史
」
で
は
、

別
の
章
立
て
と
し
て
明
確
に

区
別
し
て
い
る
が
、
伝
承
と
史
実

は
、
共
に
地
域
の
歴
史
や
精
神
文
化

の
一
端
を
示
す
貴
重
な
文
化
資
源
と

認
識
し
て
い
る
。

大
おお

坂
さか

　　俊
たかし

財
政
運
営
の
方
針
は

　
歳
出
見
直
し
重
要
と
認
識

こちらから視聴できますこちらから視聴できます

こちらから視聴できます

貴重な文化資源が記されている
陸前高田市史

かさ上げ地の利活用には計画が必要

物価高騰への対応策が課題に
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の
雨
漏
り
の
補
修
経
費
は
、
今
定
例

会
の
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

問問
杉
の
家
は
こ
ね
の
活
用
の
方

向
性
は
。

答
箱
根
振
興
会
と
の
意
見
交
換

で
、
美
術
品
展
示
施
設
と
し

て
の
活
用
を
望
む
声
も
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
受
け
止
め
な
が
ら

検
討
す
る
。

ボ
ラ
募
集
の
一
元
化
は

問問
本
市
で
は
各
団
体
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
が
、

他
の
自
治
体
に
よ
っ
て
は
窓
口
を
一

つ
に
し
、
募
集
情
報
の
一
覧
表
を
発

行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
一
覧
表
で
募
集
す
る
の
は
、

ど
こ
が
募
集
し
て
い
る
か
、

一
目
で
わ
か
る
と
い
う
点
で
非
常
に

便
利
と
思
う
。
そ
の
や
り
方
が
本

市
に
合
っ
て
い
る
か
、
有
効
性
も
含

め
、
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

問問
本
市
の
不
登
校
の
状
況
は
。

本
市
の
不
登
校
の
状
況
は
。

答
全
国
水
準
は
下
回
っ
て
い
る
が
、

令
和
５
年
度
以
降
、
特
に
小

学
校
で
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。

問問
こ
ど
も
も
親
も
安
心
で
き
る

支
援
が
必
要
で
は
。

答
中
学
校
に
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
教
室
に
入

れ
な
い
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

派
遣
や
、
各
家
庭
に
適
応
支
援
員
が

直
接
訪
問
す
る
な
ど
の
支
援
も
行
っ

て
い
る
。

問問
教
職
員
の
多
忙
対
策
は
。

教
職
員
の
多
忙
対
策
は
。

答
教
職
員
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て

指
導
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

関
係
の
業
務
委
託
や
部
活
動
の
地
域

展
開
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
な
ど

で
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

ス
ポ
大
会
で
経
済
効
果
を

問問
先
の
高
校
野
球
県
大
会
で
は
、

高
田
松
原
野
球
場
が
会
場
と

な
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
た
。
各
種

大
会
の
誘
致
を
進
め
た
上
で
、
市
内

の
宿
泊
や
飲
食
事
業
者
と
協
力
し
、

経
済
効
果
を
上
げ
る
取
り
組
み
の
考

え
は
。

答
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
ス
ポ

ー
ツ
交
流
が
地
域
経
済
を
牽

引
す
る
原
動
力
と
な
る
よ
う
考
え
て

い
る
。

大
おお

坪
つぼ

　涼
りょうこ

子
（日本共産党）

不
登
校
対
策
の
現
状
は

　
中
学
校
に
教
育
支
援
セ
新
設

問問
公
約
の
大
学
誘
致
に
つ
い
て
、

市
長
は
「
校
舎
を
新
た
に
建

て
る
考
え
は
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、

市
長
選
前
の
公
開
討
論
会
で
「
広
大

な
空
き
地
が
目
に
つ
き
、
広
い
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
」
と

発
言
を
し
て
い
た
。
当
時
と
現
在
の

考
え
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る

か
。答

大
学
の
校
舎
を
新
た
に
建
設

す
る
と
い
う
考
え
は
、
一
度

も
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。

問問
公
開
討
論
会
で
は
、
空
き
地

対
策
と
し
て
大
学
誘
致
に
触

れ
て
い
た
。
発
言
に
無
理
が
あ
る
の

で
は
。

答
当
時
の
記
憶
は
定
か
で
な
い

が
、
空
き
地
対
策
と
し
て
話

し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

問問
公
開
討
論
会
は
動
画
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。
確
認
し
て
い
る
か
。

答
特
に
関
心
が
な
い
た
め
、
確

認
し
て
い
な
い
。

問問
小
友
町
の
市
民
の
森
地
内
に

あ
る
気
仙
大
工
左
官
伝
承
館

と
杉
の
家
は
こ
ね
は
、
雨
漏
り
す
る

な
ど
老
朽
化
が
深
刻
だ
。
改
修
予
定

は
ど
う
か
。

答
近
年
は
震
災
復
興
事
業
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た

め
、
補
修
な
ど
維
持
管
理
措
置
を
十

分
に
行
え
な
か
っ
た
。
今
後
は
２
、３

年
か
け
て
計
画
的
な
補
修
や
整
備
、

樹
木
の
伐
採
を
進
め
る
。
特
に
速
や

か
な
対
応
が
必
要
な
杉
の
家
は
こ
ね

花
火
大
会
の
開
催
は

問問
開
催
に
あ
た
っ
て
、
収
支
計

画
や
運
営
の
見
通
し
に
つ
い

て
実
行
委
員
会
か
ら
ど
の
よ
う
な
報

告
を
受
け
て
い
る
か
。

答
協
力
協
定
に
よ
り
月
に
１
回

程
度
の
報
告
を
義
務
付
け
て

お
り
、
興
行
中
止
保
険
へ
の
加
入
も

必
須
と
し
、
チ
ケ
ッ
ト
代
金
及
び
事

業
者
へ
の
支
払
い
原
資
の
確
保
を
徹

底
さ
せ
て
い
る
。

佐
さ さ き

々木良
りょうま

麻
（とうほく未来創生）

大
おお

和
わ

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

討
論
会
発
言
の
真
意
は

　
大
学
校
舎
建
設
の
考
え
は
な
い

市
民
の
森
の
施
設
改
修
は

　
２
、３
年
か
け
計
画
的
に
整
備

こちらから視聴できます

こちらから視聴できます こちらから視聴できます

問問
公
約
の
「
千
人
雇
用
」
の
達

成
状
況
は
ど
う
か
。

答
数
量
的
に
示
す
の
は
難
し
い
。

途
中
経
過
を
逐
一
報
告
す
る

も
の
で
は
な
い
。

問問
公
約
の
達
成
状
況
の
説
明
が

な
け
れ
ば
、
選
挙
目
当
て
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
サ
ー
モ
ン
養
殖
の
種
苗
施
設

の
稼
働
な
ど
多
く
の
要
因
が

あ
り
、
現
時
点
で
数
字
を
示
す
の
は

難
し
い
。
市
民
に
公
約
の
達
成
具
合

を
し
っ
か
り
説
明
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

問問
サ
ー
モ
ン
養
殖
を
除
い
た
一

次
産
業
の
生
産
額
の
倍
増
は
。

答
農
業
や
林
業
の
関
係
者
と
意

見
交
換
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

防
災
大
学
校
の
誘
致
は

問問
大
震
災
か
ら
15
年
を
機
に
、

市
民
と
共
に
国
の
防
災
大
学

校
の
誘
致
を
検
討
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
候
補
地
と
し
て
適
地
で
あ
り
、

県
と
連
携
し
取
り
組
み
た
い
。

ク
マ
対
策
は
ど
う
か

問問
市
内
の
住
宅
地
に
も
ク
マ
が

出
没
す
る
異
常
な
事
態
だ
。

市
民
の
命
と
安
全
を
守
る
態
勢
は
ど

う
か
。

答
迅
速
な
注
意
喚
起
と
、
２
回

目
の
緊
急
銃
猟
の
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。

藤
ふじ

倉
くら

　泰
たい

治
じ

（日本共産党）

公
約
の「
千
人
雇
用
」
は

　
現
時
点
で
数
を
示
す
の
は
難
し
い

こちらから視聴できます

今年度補修予定の杉の家はこね（小友町）

市内中学校内に教育支援センターが設置

陸前高田青年会議所主催の公開討論会

サーモン養殖の種苗生産施設（下矢作）
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の
管
理
に
つ
い
て
は
、
草
刈
り
な

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
草
刈
り
な

ど
で
の
民
間
協
力
の
可
能
性
に
つ

ど
で
の
民
間
協
力
の
可
能
性
に
つ

い
て
い
て
JRJR
と
協
議
す
る
こ
と
が
提
案

と
協
議
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
語
る
会
は
、
市
建
設
業

　
今
回
の
語
る
会
は
、
市
建
設
業

協
会
か
ら
の
事
前
質
問
に
対
し
、

協
会
か
ら
の
事
前
質
問
に
対
し
、

あ
ら
か
じ
め
議
会
側
が
調
査
し
た

あ
ら
か
じ
め
議
会
側
が
調
査
し
た

結
果
を
説
明
し
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ

結
果
を
説
明
し
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
中
東
情
勢
に
よ
る
影
響
に

特
に
、
中
東
情
勢
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
認
識
を
新
た
に
さ
せ

つ
い
て
は
、
認
識
を
新
た
に
さ
せ

ら
れ
る
機
会
と
な
り
、
他
団
体
と

ら
れ
る
機
会
と
な
り
、
他
団
体
と

の
語
る
会
開
催
の
必
要
性
を
感
じ

の
語
る
会
開
催
の
必
要
性
を
感
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。

た
と
こ
ろ
で
す
。

問問
雇
用
千
人
の
公
約
は
、
深
刻

な
人
手
不
足
の
中
、
人
数
だ

け
で
な
く
若
者
や
女
性
に
寄
り
添
っ

た
質
的
な
目
標
へ
舵
を
切
る
べ
き
で

は
。 答

サ
ー
モ
ン
養
殖
や
農
福
連
携

な
ど
多
角
的
な
施
策
で
雇
用

の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
質
的
転
換
あ

る
い
は
維
持
安
定
を
図
り
た
い
。

問問
一般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
以

前
の
説
明
に
よ
る
と
本
年
度

は
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
取
り
崩

し
が
5
・
5
億
円
の
見
通
し
だ
っ
た
。

そ
れ
が
12
億
円
と
増
え
た
要
因
は
。

答
財
源
確
保
が
厳
し
い
中
、
年

度
間
の
不
均
衡
が
生
じ
た
結

果
、
大
き
く
な
っ
た
。

問問
今
後
は
５
億
円
程
度
の
取
り
崩

し
に
抑
え
る
と
い
う
考
え
か
。

答
５
億
円
を
目
安
に
し
、一
定
の

基
金
残
高
確
保
に
努
め
た
い
。

産
業
振
興
ど
う
す
る

問問
一
次
産
業
分
野
に
学
生
が
関

わ
る
取
り
組
み
は
。

答
中
央
大
学
に
新
設
さ
れ
る
情

報
農
学
部
（
仮
称
）
の
学
生

が
、
繁
忙
期
に
市
内
な
ど
で
農
作
業

を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
と
聞
い
て
い

る
。
修
学
の
喜
び
も
感
じ
ら
れ
る
よ

う
良
い
関
係
を
目
指
す
。

木
き

村
むら

　　聡
あきら

（とうほく未来創生）

今
後
の
財
調
取
り
崩
し
は

　
各
年
５
億
円
を
目
安
に

こちらから視聴できます

農福連携等で雇用の質的転換を

市建設業協会と諸問題について意見交換

　
陸
前
高
田
市
議
会
は
、
６
月
８

　
陸
前
高
田
市
議
会
は
、
６
月
８

日
、
市
建
設
業
協
会

日
、
市
建
設
業
協
会
（
畠は

た
け

山や
ま

正ま
さ

彦ひ
こ

代
表
理
事
）
を
対
象
に
「
議
会
と

を
対
象
に
「
議
会
と

語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
協

語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
協

会
員
の

会
員
の
1010
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

中
東
情
勢
に
よ
る
深
刻
な
影
響
に

中
東
情
勢
に
よ
る
深
刻
な
影
響
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
ほ
か
、
企

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
ほ
か
、
企

業
誘
致
の
現
状
や
高
田
松
原
海
水

業
誘
致
の
現
状
や
高
田
松
原
海
水

浴
場
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
様
々

浴
場
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
様
々

な
市
政
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

な
市
政
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

を
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、
資
材

　
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、
資
材

の
高
騰
と
い
っ
た
中
東
情
勢
の
影

の
高
騰
と
い
っ
た
中
東
情
勢
の
影

響
を
受
け
て
い
る
建
設
業
界
の
深

響
を
受
け
て
い
る
建
設
業
界
の
深

刻
な
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

刻
な
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
共
工
事
の
遅
れ
を
は
じ

ま
た
、
公
共
工
事
の
遅
れ
を
は
じ

め
、
政
府
や
行
政
の
補
助
金
・
支

め
、
政
府
や
行
政
の
補
助
金
・
支

援
金
の
検
討
の
ほ
か
、
価
格
安
定

援
金
の
検
討
の
ほ
か
、
価
格
安
定

策
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

策
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

高
田
松
原
海
水
浴
場
に
関
し
て
は

高
田
松
原
海
水
浴
場
に
関
し
て
は

駐
車
場
の
整
備
や
陸
こ
う
（
防
潮

駐
車
場
の
整
備
や
陸
こ
う
（
防
潮

堤
に
設
置
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
）の
開

堤
に
設
置
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
）の
開

放
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

放
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
意
見
交
換
で
は
、
災

　
そ
の
他
の
意
見
交
換
で
は
、
災

害
対
応
と
し
て
地
区
ご
と
の
被
害

害
対
応
と
し
て
地
区
ご
と
の
被
害

想
定
や
支
援
想
定
の
必
要
性
が
話

想
定
や
支
援
想
定
の
必
要
性
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

題
に
な
り
ま
し
た
。
JRJR
線
路
跡
地

線
路
跡
地

市
建
設
業
協
会
と
の
語
る
会

中東情勢の影響が深刻

中東情勢に伴う物価高騰対策で国等へ意見書提出
　産業建設常任委員会は、市内にも大きく影響を及ぼしている、中東情勢に伴う物価　産業建設常任委員会は、市内にも大きく影響を及ぼしている、中東情勢に伴う物価
高騰やナフサ不足などの現状を把握するため、所管事務調査を行いました。高騰やナフサ不足などの現状を把握するため、所管事務調査を行いました。
　今回の調査は市役所内４つの担当課から、次のとおり市内の窮状を聞き取ることが　今回の調査は市役所内４つの担当課から、次のとおり市内の窮状を聞き取ることが
できました。できました。

　以上の調査を踏まえ、委員間の意見交換を行い、意見書を提出することにしました。　以上の調査を踏まえ、委員間の意見交換を行い、意見書を提出することにしました。
物価高騰や資材不足に加え、被災地であるがゆえの三重ローンの問題や今後の円安に物価高騰や資材不足に加え、被災地であるがゆえの三重ローンの問題や今後の円安に
よる影響など、依然不透明な社会情勢についての内容も盛り込む意見書案となりました。よる影響など、依然不透明な社会情勢についての内容も盛り込む意見書案となりました。
　定例会最終日に委員会発議を行い、全会一致で可決し、国等に意見書を提出しました。　定例会最終日に委員会発議を行い、全会一致で可決し、国等に意見書を提出しました。

　
　
地
域
産
業
全
体
に
対
し
、
燃

料
費
及
び
資
材
価
格
高
騰
の
影
響

を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ
る
政
策

を
講
じ
る
こ
と
。

　
　
ナ
フ
サ
を
は
じ
め
と
す
る
原

材
料
及
び
燃
料
の
安
定
供
給
並
び

に
価
格
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

価
格
高
騰
対
策
を
講
じ
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
。

　
　
燃
料
価
格
の
高
騰
に
対
す
る

緊
急
的
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
、

現
行
制
度
の
継
続
を
図
る
こ
と
。

・出荷用フィルムの確保困難やプラスチッ
ク資材の高騰。
・資材は事前に予約しているため今季は対
応できたが、今秋にも在庫不足が懸念さ
れる。
・資材不足により、来期の生産を不安視す
る農業者もいる。

・仕入れ単価上昇が経営を圧迫。
・高騰するプラスチック包材から紙包材へ
の移行などの経営努力がある。
・飲食業、小売業などは仕入れ価格の上昇
を価格転嫁しづらい。
・震災前、震災後、コロナ禍と三重ローン
を抱えている事業者も多い。

・アスファルト合材やＲＣ砕石などの価格
高騰、エアコンやユニットバスの入手困
難、塩ビ管の高騰に加え入手困難など業
界全体に影響。
・民間工事においては単価上昇が直接施主
の負担となり、着工数などへの影響が懸
念される。

・発泡スチロール・漁網・ロープなど軒並
み価格高騰。
・重油・軽油の高騰、ビニール・油圧オイ
ルの品薄。
・漁業者から燃料や漁業資材全般に対する
支援を求める声が寄せられている。

農業関係

商工関係

建設関係

水産関係

意
見
書
で
国
等
に
求
め
た
対
策

123

意見書全文は
こちら

12りくぜんたかた市議会だより　No.13713 りくぜんたかた市議会だより　No.137



常任委員会 /活動ほうこく常任委員会 /活動ほうこく

  

所
管
事
務
調
査

　
総
務
常
任
委
員
会
は
７
月
２
日
、
市
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
で
車
避
難
を
含
め
た
津
波
避
難
計
画
の

策
定
状
況
に
つ
い
て
、
市
防
災
局
中
村
吉
雄
局
長

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
令
和
４
年
に
岩
手
県
が
公
表
し
た
津

波
浸
水
想
定
に
基
づ
き
新
た
な
津
波
避
難
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進
行
や
観

光
客
の
増
加
に
よ
り
、
従
来
の
「
徒
歩
避
難
原
則
」

だ
け
で
は
、
命
を
守
れ
な
い
実
態
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
車
避
難
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
静
岡
大
学
牛う
し

山や
ま

教
授
、
東
京
大
学
関せ
き

谷や

教
授
、
加か

藤と
う

教
授
な
ど
の
有
識
者
に
よ
る
「
陸
前

高
田
市
津
波
避
難
計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会

議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
東
京
大
学
加
藤
研
究

室
の
交
通
工
学
の
専
門
家
が
、
世
界
最
先
端
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
駆
使
し
分
析
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
「
陸
前
高
田
モ
デ
ル
」
が
、
全
国

の
車
避
難
検
討
の
基
礎
に
な
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議
の
検
討
は
す
で
に
丸
２

年
が
経
過
。
中
村
局
長
は
、
徒
歩
と
車
が
混
在
し
、

互
い
に
影
響
し
合
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
交

通
渋
滞
の
様
子
を
可
視
化
で
き
る
た
め
、
市
民
に

単
に
結
論
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
合
意
形
成
を

得
る
強
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
た
課

題
と
し
て
、
停
電
時
も
非
常
用
電
源
で
稼
働
す
る

「
防
災
信
号
」
が
通
常
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
渋
滞

を
悪
化
さ
せ
る
ケ
ー
ス
や
、
一
時
停
止
な
ど
の
交

通
標
識
を
要
因
と
し
た
渋
滞
、
避
難
先
の
駐
車
す

る
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
に
よ
る
滞
留
問
題
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
様
々
な
避
難
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
を
「
見
え
る
化
」
し
、

誰
が
ど
の
ル
ー
ト
で
車
を
使
う
か
を
把
握
し
な
が

ら
、
狭
い
道
路
で
は
「
歩
車
分
離
」
の
検
討
な
ど
、

地
区
ご
と
の
対
策
を
講
じ
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
市
防
災
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中村防災局長が津波避難計画の策定状況を説明

委 員 長　藤　倉　泰　治

副委員長　佐々木　一　義

　　　　　菅　野　広　紀

　　　　　伊　藤　明　彦

　　　　　鵜　浦　昌　也

総　務
所管事務調査

･ 管外行政視察について

･ 会期中の所管事務調査について

･ 管外行政視察について

･市内車避難対策の進捗状況及び課

 題について（市消防防災センター）

･ 管外行政視察について

所管事務調査

･ 管外行政視察について

･ 会期中の所管事務調査について

･ 管外行政視察について

･ 陸前高田市こども基本条例に

 係るリーフレットについて

･ 管外行政視察について

18
6

18
6

20
５

20
５

 

所
管
事
務
調
査

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
７
月
２
日
、
陸
前
高

田
市
こ
ど
も
基
本
条
例
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
に

つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
９
月
に
委
員
会
提
案

に
よ
り
可
決
・
施
行
さ
れ
た
陸
前
高
田
市
こ
ど
も

基
本
条
例
に
つ
い
て
、
当
事
者
で
あ
る
こ
ど
も
た

ち
に
も
条
例
の
趣
旨
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う

と
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
進
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
日
は
、
発
行
時
期
や
対
象
年
齢
、
先
進
地

視
察
の
実
施
、
参
考
意
見
の
聴
取
方
法
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
発
行
時
期
は
来
年
３
～
４

月
を
目
標
と
し
、
対
象
年
齢
は
小
学
校
４
年
生
以

上
が
理
解
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
先
進
地
視
察
に
つ
い
て
は
日
程
調

整
を
進
め
る
と
共
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
原
案
を
も

と
に
関
係
部
局
等
と
の
意
見
交
換
を
行
う
予
定
で

す
。

　
こ
ど
も
に
関
す
る
取
り
組
み
を
当
事
者
で
あ
る

こ
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
は
、

陸
前
高
田
市
こ
ど
も
基
本
条
例
に
も
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
、
今
後
も
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
条
例
へ
の
理
解
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

研
修
会
の
実
施

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、今
期
の
調
査
テ
ー

マ
を
「
こ
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
つ

い
て
」と
し
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、

身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
満
た
さ
れ
、
自
分

ら
し
く
希
望
を
持
っ
て
生
活
で
き
て
い
る
状
態
を

指
し
、
文
部
科
学
省
が
策
定
し
た
第
４
期
教
育
振

興
基
本
計
画
の
柱
の
一
つ
に
も
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
学
校
生
活
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
ど
も
の
総

合
的
な
幸
福
の
実
現
に
つ
な
が
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
８
月
10
日
に
研

修
会
を
開
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

宮
城
教
育
大
学
の
本ほ
ん
図ず

愛ま
な
実み

教
授
を
講
師
に
迎
え
、

こ
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
わ
る
施
策
に

つ
い
て
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。 委 員 長　佐々木　良　麻

副委員長　大　坪　涼　子

　　　　　小　林　　　卓

　　　　　福　田　利　喜

　　　　　及　川　修　一

教育民生

７
２

７
２

現在作成中のリーフレット案
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常任委員会 /活動ほうこく

委 員 長　菅　野　秀一郎

副委員長　伊　勢　　　純

　　　　　木　村　　　聡

　　　　　大和田　加代子

　　　　　大　坂　　　俊

産業建設 

所
管
事
務
調
査

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
５
月
20
日
、市
役
所
で

「
空
き
家
対
策
の
推
進
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
」

調
査
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
の
現
況
を

は
じ
め
、
利
活
用
や
危
険
家
屋
の
撤
去
に
対
す
る

補
助
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
菅
野
優
住
宅
政
策
室

長
と
遠
野
正
隆
係
長
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
、
市
内
の
空
き
家
は
約
５
７
０
軒
程

度
で
、
家
屋
の
老
朽
度
を
A
か
ら
D
の
４
段
階
に

分
け
た
場
合
の
、
老
朽
度
が
著
し
い
D
ラ
ン
ク
に

つ
い
て
は
再
度
調
査
を
行
う
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
住
宅
に
コ
ン
パ
ク
ト
さ
を
求

め
る
人
が
多
く
古
民
家
な
ど
は
大
き
さ
や
部
屋
数

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
こ
と
、
危
険
空
き
家
に
つ

い
て
は
高
額
な
解
体
費
用
や
相
続
登
記
の
問
題
な

ど
、
補
助
や
支
援
が
必
要
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、
本
件
に
つ
い
て
市
に
政
策

提
言
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
今
回
の
調
査

を
経
て
、
今
後
内
容
を
絞
り
な
が
ら
提
言
を
ま
と

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
意
見
書
に
関
す
る
調
査

　
「
中
東
情
勢
に
伴
う
物
価
高
騰
へ
の
対
策
強
化
及

び
資
材
・
燃
料
等
の
安
定
供
給
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て
」
の
調
査
を
、
７
月
２
日
に
市
役
所
で
行

い
ま
し
た
。

　
中
東
情
勢
が
緊
迫
化
し
て
以
来
続
く
物
価
の
高

騰
や
原
料
資
材
の
供
給
不
足
な
ど
に
つ
い
て
、
市

内
事
業
者
の
ほ
か
、
農
業
や
水
産
業
の
現
状
を
把

握
す
る
た
め
、
市
の
建
設
、
農
林
、
水
産
、
商
工

観
光
各
課
の
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質

疑
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

→
詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
へ

市当局が市内の物価高騰などの状況を説明

　
令
和
８
年
４
月
以
降
市
当
局
か
ら
提

出
さ
れ
た
案
件
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
月
21
日

◎
陸
前
高
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

第
３
期
陸
前
高
田
市
総
合
戦
略
の

策
定
に
つ
い
て

◎
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
（
令
和
８
、
９
、
10
年
度
）
実

施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

◎
陸
前
高
田
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス
譲
渡

式
に
つ
い
て

６
月
18
日

◎
陸
前
高
田
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
の
改
定
に
つ

い
て

◎
陸
前
高
田
が
ん
ば
っ
ぺ
し
応
援
基

金
積
立
金
に
つ
い
て

◎
ふ
る
さ
と
融
資
制
度
の
活
用
に
つ

い
て

◎
令
和
８
年
度
小
友
地
区
土
砂
災
害

避
難
等
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

７
月
７
日

◎
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
定
有
効
期
間

切
れ
に
つ
い
て

全
員
協
議
会

公職選挙法により
暑中見舞い等を個別に送る
ことはできませんので、
ご理解願います。

　
３
月
３１
日
付
け
で
中
野
貴
徳
氏

か
ら
議
員
辞
職
の
申
し
出
が
あ
り
、

議
会
閉
会
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
議

長
が
受
理
し
、
即
日
辞
職
が
許
可

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
議
員
に
１
名
の
欠

員
が
生
じ
ま
す
が
、
来
年
２
月
執

行
予
定
の
市
長
選
挙
の
際
に
、
市

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
併
せ
て

行
わ
れ
ま
す
。

　
中
野
貴
徳
氏
の
議
員
辞
職
に
伴

い
、
岩
手
県
沿
岸
南
部
広
域
環
境

組
合
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
今
定
例
会
初
日
に
選
任
し

ま
し
た
。

　
選
任
方
法
は
議
長
か
ら
の
指
名

推
薦
選
挙
に
よ
り
行
わ
れ
、
福
田

利
喜
議
員
が
新
た
に
沿
岸
南
部
広

域
環
境
組
合
議
会
の
議
員
と
な
り

ま
し
た
。
任
期
は
前
任
者
の
残
任

期
間
で
、
来
年
９
月
の
議
員
任
期

終
了
ま
で
と
な
り
ま
す
。

会派等交付先
碧　　い　　風
（R7.8.19 解散）

創　　生　　会
とうほく未来創生
日 本 共 産 党
小　林　　　卓
大和田　加代子
（R7.9 月分から）
中　野　貴　徳
佐々木　一　義
大　坂　　　俊
菅　野　広　紀
（R7.9 月分から）
伊　藤　明　彦
及　川　修　一

人数（人）

2
3
2
3
―

―
―
―
―

―
―
―

181,977
435,215
296,567
445,048
77,542

104,831
77,542

0
89,423

72,530
103,869
151,190

執行額（円）

令和７年度 政務活動費執行状況
　本市議会の議員は１人につき月額12,500円の
政務活動費の交付を受けることができます。（会派
に属する議員は会派に、会派に属さない議員は議
員個人に交付）
　政務活動費は、市政に関する調査研究等に資す
るため必要な経費として使用するもので、使途基
準が定められています。
　なお、交付額より執行額が上回る会派等につい
ては、自己資金にて対応しています。

支出区分 支出区分
お祝い

会　費

慶　弔

その他

合　計

件数（件）
0

9

4

2

15

0

50,000

51,500

37,650

139,150

各団体表彰式・祝賀会・
激励会等の会費
元市議会議員の逝去に
際しての香典・生花
他自治体訪問の際の
土産等

執行額（円）

議長交際費をお知らせします
　令和７年度分の議長交際費の支出状況をお知
らせします。議長交際費は議長が議会の対外的な
活動をするために要する経費です。

中
野
氏
が
議
員
辞
職

福
田
議
員
を
選
任

沿
岸
南
部
広
域
環
境
組
合

残暑お見舞い申し上げます

所管事務調査

･ 空き家対策の推進に関する政策に

 ついて

･ 会期中の所管事務調査について

･ 空き家対策の推進に関する政策提

 言について

･ 原油価格高騰による市民生活への

 影響に係る対策強化及び事業所等

 への物資等の不安定な供給状況の

 改善を求める意見書について

･ 空き家対策の推進に関する政策提

 言について

18
6

20
５

７
２
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ピーカンナッツ
プロジェクト発足

2016年

試験栽培開始
市による
試験栽培ほ場

2020年

サロンドロワイヤル
高田工場・店舗開業

2022年

初めての結実
市試験栽培ほ場にて
最初の結実を確認

2024年

震災を乗り越え100年の森を目指して

陸前高田産ピーカンナッツ

さ
ん
は
、「
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
は

健
康
的
な
食
材
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、栽
培
を
通
し
て
地
域
の

雇
用
や
復
興
に
つ
な
が
る
、新

し
い
地
域
づ
く
り
の
起
点
と
な

る
作
物
で
す
。私
た
ち
は
１
０

０
年
後
の
未
来
に
も
実
る
ナ
ッ

ツ
の
木
を
、陸
前
高
田
と
い
う

土
地
に
根
づ
か
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　
陸
前
高
田
市
で
平

成
28
年
に
始
ま
っ
た

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、

本
市
、株
式
会
社
サ

ロ
ン
ド
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

（
大
阪
市
）、東
京
大

学
（
生
産
技
術
研
究

所
、大
学
院
農
学
生

命
科
学
研
究
科
）
の
三
者
に
よ

る
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
の
栽
培
と

流
通
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、被
災
し
た
低
地
部
で
、

新
た
な
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
の
森

づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
議
会
は
５
月
16
日
、

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
１
０
０
年
の

森
植
樹
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
サ
ロ
ン
ド
ロ
ワ
イ
ヤ

ル
代
表
取
締
役
の
前
内
眞
智
子

陸
前
高
田
市
議
会
有
志
が

植
樹
会
に
参
加

ま
え
う
ち  

ま
ち
こ
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高田高校生が市議会を傍聴！
～ワークトリップで体験する「まちづくり」の最前線～

驚きと緊迫感！生の議論を肌で感じて

難しいけど、伝わってきた「熱意」

貴重な体験を通して、まちをもっと身近に

「市長さんや議員の皆さんが話している議会を間近でみて、緊張したけど凄いなと思いました」
「生で見て、テレビでは感じられない緊迫感を感じることができた」

「難しい言葉が多くて理解は大変だったけれど、これからの高田のために一生懸命議論しているこ
とはよく伝わりました。これからも頑張ってほしいです」
「高校とは話し合いのレベルが違って、もっと聴きたくなりました」

「陸前高田市の定例会を傍聴できるという貴重な体験ができ、とても嬉しかった」
「どのような取り組みが行われているかを知ることが出来たので、とてもタメになった」

　市議会を実際に傍聴した生徒たちからは、緊張感あふれる現場への
驚きや、これからのまちづくりに対する頼もしいメッセージなど、たく
さん感想が寄せられました。

（令和８年度ワークトリップ・高田高校生感想より）

参加した
高校生たちの

生の声

　県立高田高校の生徒たちが、午前と午後の2班に分かれて、開会中の市議会定例
会の一般質問を傍聴しました。これは様々な職場体験を行う「ワークトリップ」の一
環として市役所を訪れた際、議場にも足を運んでもらったものです。普段はなかなか
入る機会のない議場で、生徒たちは真剣な表情で議論に耳を傾けていました。

５月29日に議場を訪れたのは○○小学校の児童たちです。
○の中にはどんな漢字が入るでしょうか？　

クイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、ハガキ、FAX、メールのいずれかで応募して
ください。また市議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望などを必ず記入してください。
正解者の中から抽選で５人の方に粗品をお送りします。（当選者の発表は発送をもって代えさせて
いただきます。） ※いただいた意見要望等は次回の市議会だよりに掲載することがあります。

応
募
方
法

議会だより第136号クイズの答え
答え 小友

〒029-2292  陸前高田市高田町字下和野100   陸前高田市議会事務局 宛
ＦＡＸ 0192-53-1210　 ＭＡＩＬ（こちらのメール送信フォームをご利用ください。）
令和８年９月１５日（当日消印有効）

あ て 先

しめきり

６月14日に行われた第12回川崎フロンターレ
にこにこサッカー教室。参加したこどもたち
はみな楽しそうに取り組んでいました。

市議会では、広くご意見をうかがうため、
市民のみなさまへクイズを出しています。
第136号のクイズの答えとともに寄せら
れたご意見の一部を紹介します。

議会だよりクイズ?

議会と市民の交流コーナー議会と市民の交流コーナー

表紙の写真

　仕事上車を運転することが多く
道路のデコボコが気になっています。
大変な作業だと思いますが、道路の
補修よろしくお願いします。安全の
ためにも。（広田町女性  70代）

　令和８年度国民健康保険税１人
平均引き下げ15,000円は市民に
とって負担が軽減されると思いま
す。常々高いと思っていました。
（高田町女性  60代）

陸前高田市がこどもたち、若い世代、
子育て世帯が暮らしやすい町になる
ようにがんばってください。
（小友町女性  40代）

活動報告会する議員さんを
増やしてください。
（広田町女性　40代）

　歩道にタバコの吸い殻が多くみら
れます。一年前の山火事のことが思い
出されます。火を消したからいいで
はなく、一人一人の心がけが大切です。
広報等で注意喚起してもらえたらと
思います。（高田町女性  80代）

　がんばってます！に載っていた
劇団☆ばばばをぜひ見てみたいと思い
ました。これからも私達が知らない
がんばっている人を紹介してください。
（高田町男性  60代）

第136号表紙の写真は○○保育所のこどもたちです。
○の中にはどんな数字が入るでしょうか？
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一般質問は議員が重要な市政課題を
取り上げるため、相互に質問が重なる
ことがあります。また、議員個々に
質問の視点が違っていますので、
再質問にも注目ください。

Q

A

Q

A

行政へ有権者の考えを反映、または
修正していく機能を持つ議会での活
動プロセスがよく分かり、興味深く拝読
しました。　　　　（令和7年9月134号）

結果ではなく経緯
を伝えることに重
きを置いて編集し
ています。その点を
読み取っていただ
き嬉しい限りです。

以前クイズのハガキに鳴石団地の階
段の件を書きました。だいぶたって、そこ
を視察したと議会だよりに載ったので、一
人の意見もちゃんと届いていると実感しま
した。　　　　　　（令和7年12月135号）

年４回の発行のためお答えが遅くなっ
てしまい大変申し訳ありません。今後も
皆さんの意見に真摯に向き合って参り
ます。

Q

A

こども条例いいと思います。でも子
どもの数がどんどん少なくなって、将来の
陸前高田市はどうなるのかと不安です。
若い人が定着して、働けて安心して子育
てできる市にして下さい。

（令和7年12月135号）

陸前高田市こども基本条例には、市が責任を
持って子育て支援に取り組むことだけでなく、
事業者や地域住民も子育て支援に取り組み、
市全体で子育てやこどもの成長を支えてい
く考えが示されています。市全体での子育て
環境向上に向け、条例の周知に取り組んでい
きたいと思います。

“国際化"はさけられない。出来る事
は、英語をより積極的に活用、学習す
ることかも知れない。

（令和7年12月135号）

高田高校生を米クレセントシティ市のデルノー
テ高校に派遣する一方、デルノーテ高校の生徒
を本市に迎える相互交流事業に加え、令和7
年度からは中高生を秋田県国際教養大学の
イングリッシュビレッジに参加させるなど英語
教育に力を入れています。

Q

A

お待ちしています！

Q

A

一度議会を傍聴したいと思いながら、
一度は是非。　（令和8年3月136号）

一般質問の内容が議員同士でかぶら
ないようにしてください。
　　　　　　　　　（令和8年3月136号）

Q

A

ミ
ニ
特
集

陸前高田市は国の
脱炭素先行地域に
選定され、脱炭素
推進室も設けられ、
同施策に特化した
事業も展開されて
いるところです。

脱炭素については、森林の再生などもっと取り
組んで欲しいと思います。異常気象によって、生態
への悪影響も考えられます。  （令和7年6月133号）

より興味が湧くように、議会だより
編集小委員会も努力して参ります。

またこのような企画に取り組み
たいと思います。

アバッセで投票した人は昨年の参院選で1736
人、今年の衆院選では2532人に増加し、認知

度が高まったようです。
タクシー券は参院選で
121人の利用があり、
衆院選でも同程度だっ
たようです。

参院選の投票が期日前投票所のアバッ
セでできてたいへん良かったです。日常の
買い物ついでに投票した人が私の周りでも
結構いました。タクシー券の利用はどうだった
でしょうか。経費はかなりかかったと思います。
改善の必要あり？　　 　（令和7年9月134号）

「陸前高田の魅力を語る」では地元で
活躍する青年のお話に、本市を思う気持
ちが心に伝わってきました。本当に嬉しいで
すね。陸前高田が魅力ある市になるよう、一
市民として願っています。

（令和7年9月134号）

「市議会だより」高齢者にとても読みやすく
なり嬉しい限りです。カラーで字も大きく、すみ
ずみまで読みたくなります。委員の方々の努力
が見てとれます。　　　　（令和7年6月133号）

市議会だよりを今回初めてしっかり読
んでみました。どうしても興味があるものだ
け読み、興味ないものはスルーしてしまいま
す。できるだけスルーしないよう次回も読ん
でみます。高田が良い街になるよう、考えてみ
たいと思いました。　　（令和7年6月133号）

本市に心を寄せていただき、ありがとう
ございます。応援を励みに持続可能な
まちづくりに取り組んで参ります。

前136号で紹介しましたが、専門機関での研修な
どを行っており、
ますます読みた
くなるような誌
面づくりに努力
していきます。

マイナカードに関して、
役所以外に郵便局でも
対応できる仕組みは、
市民にとっても便利で
あると感じます。高規格
救急車更新の件は、高
額品でも命にかかわることですから、市民も賛
成するはずです。素敵な考え方が多い議員さん
に感謝です。震災からの復興、頑張って欲しいで
す。応援しています。　　　（令和7年9月134号）

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
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今
年
の
夏
は
、全
国
的
に
危
険
な

猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、近
年
は

市
内
で
も
重
度
の
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
が
増
加
傾
向
に
あ
る
そ
う

で
す
。

　
そ
こ
で
、対
策
に
つ
な
が
る
本
市

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。ま
ず

最
初
は
、冷
房
の
効
い
た
休
憩
場
所

と
し
て
市
内
５
施
設
が「
涼
み
処
」

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
度
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム

に
伴
う
エ
ア
コ
ン
設
置
に
も
市
の
補

助
が
ス
タ
ー
ト
。ほ
か
に
は
、気
に
な

る
電
気
代
の
節
約
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
補
助
な
ど
も

あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、太
陽
光
発
電

の
初
期
投
資
ゼ
ロ
で
ス
タ
ー
ト
で
き

る
P
P
A
モ
デ
ル
の
推
進
に
向
け
て

市
は
検
討
中
で
す
。

　
市
制
度
を
活
用
し
て
残
暑
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。　  （
伊
勢  

純
）

印
刷
／
タ
ク
ミ
印
刷
有
限
会
社

議
会
だ
よ
り
編
集
小
委
員
会

　
委
員
長 

福
　
田
　
利
　
喜

　
副
委
員
長 

大
和
田
　
加
代
子

　
委
　
　
員 

佐
々
木
　
良
　
麻

　
　  

同 

菅
　
野
　
秀
一
郎

　
　  

同 

伊
　
勢
　
　
　
純

　
　  

同 

佐
々
木
　
一
　
義

あ
と
が
き

がんばってます！ 市内の団体や個人を紹介します。

　この仕事に就いたのは、こどもと繋がれる仕事
に憧れていたからです。だからとても楽しいです。
震災後は親を亡くしたこどももいたので、なんと
かサポートしていきたいと必死でした。
　ある男の子に「お父さん、お迎えに来たよ」と話
したら、「お母さん死んじゃったから当たり前じゃ
ない」と言われて…。何気なく使っている言葉がこ
どもにどう受け取られるのか、伝える側としては
言葉の一つ一つを考えていかなくてはいけないと
思いました。今でもお父さん、お母さんという言
葉でこどもの心を辛くすることのないよう心掛け
ています。
　このクラブでは、震災後からベーゴマをやって
いるんです。支援員もできるよう練習しました。紐
巻きが結構難しいので途中でやめる子もいます
が、どんどん強くなる子もいて、上手な子が下の
子に教えるようになってつなげています。暗い場
所で回すと火花が散るのでそこまで行きたいとが
んばる子もいますよ。
　今年新任で入った支援員は、かつて放課後児
童クラブに所属していた子なんです。クラブで接

しているときはこどもたちにうまく対応できてい
る実感がないのですが、このような形で帰ってき
てくれたり、卒業生の保護者から元気でいると聞
くと、「こどもたちと関われてよかった」と感じます。

　放課後児童クラブは日曜日と祝日にお休みさ
せていただいていますが、その日に仕事をしてい
る保護者もいます。なので、こどもを預ける場所
が増えてほしいですし、こどもと一緒に行ける場
所があるといいかなと思います。雨の日でも小学
校低学年が思いっきり体を動かせる空間があると
いいですね。

放課後児童クラブ支援員

佐々木  由 衣 さん
さ さ き 　 　  ゆ い

　放課後児童クラブは、小学校の授業が終わった後、こど
もが安心して過ごせる「放課後の居場所」です。支援員など
大人がいる環境で、友達と一緒に遊んだり、宿題をしたり
できます。
　広田町の佐々木由衣さん(40)は、市内９カ所にある放課
後児童クラブのひとつである、やどかり学童クラブ（高田町）
の支援員です。大震災の前年からこのクラブでこどもたちを
見守ってきた佐々木さんに仕事への想いをうかがいました。

第25回

議会へのひとこと
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